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川 

越
№1280

平成24年10月10日

（毎月10日・25日発行）

昨年の川越まつり 川越市マスコットキャラクター
「ときも」

2012年、川越市は
市制施行90周年

ともに歩む未来へ
かわごえ90

川越市シンボルマーク

納め忘れた年金ありませんか：3
「本人通知制度」をご存知ですか：3
川越産業博覧会 時が人を結ぶまち川越 1̓2さんぱく：4
　　サンマで復興支援：6
●「すこやかかわごえ」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

Ｚひと　まち



事
業
評
価
外
部
会
議
を
開
催

行
政
改
革
推
進
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
5

　

市
が
実
施
す
る
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
公
開
の
場
で
外
部
評
価
人（
市
民
・

外
部
有
識
者
）が
議
論
を
行
う
事
業
評
価

外
部
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

事
業
運
営
に
生
か
す
た
め
、
市
が
考
え
る

事
業
の
今
後
の
方
向
性
や
改
善
点
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
対
象
事
業
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

会
議
の
進
め
方
は
、
1
事
業
あ
た
り
60

分
程
度
で
、
①
担
当
課
の
説
明
、
②
外
部

評
価
人
に
よ
る
質
疑
、
③
評
価
結
果
・
意

見
の
発
表
の
順
に
進
行
し
ま
す
。

　

傍
聴
は
自
由（
入
退
室
自
由
。
当
日
直

接
会
場
）で
す
。

日�

時
…
11
月
2
日
㈮
、
午
後
6
時
～
9
時

▼
11
月
17
日
㈯
、
午
前
9
時
～
正
午
▼

11
月
22
日
㈭
、
午
後
6
時
～
9
時

会
場
…
7
A
B
会
議
室（
本
庁
舎
7
階
）

中
小
企
業
向
け
融
資

商
工
振
興
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
4

　

市
内
の
中
小
企
業
に
、
事
業
経
営
に
必

要
な
設
備
資
金
や
運
転
資
金
の
融
資
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
部
対
象
と
な
ら
な
い

業
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
は
、
取
扱
金

融
機
関
の
事
前
調
査
が
必
要
で
す
。

①�

特
別
小
口
無
担
保
無
保
証
人
融
資

　

限
度
額
1
2
5
0
万
円
。

②
中
小
企
業
一
般
貸
付
融
資

　

限
度
額
1
2
5
0
万
円
。

③
中
小
企
業
中
口
事
業
資
金
融
資

　

限
度
額
3
0
0
0
万
円
。

④
中
小
企
業
認
証
等
取
得
資
金
融
資

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
認
証
取
得
資
金
が
必
要

な
事
業
主
。

⑤
新
規
創
業
者
支
援
資
金
融
資

　

市
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
。

⑥
法
人
経
営
強
化
資
金
融
資

　

ス
ピ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
法
人
事

業
主
。

⑦
小
規
模
企
業
者
セ
ー
フ
テ
ィ
融
資

　

限
度
額
5
0
0
万
円
。
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション
●�水を大切に使いましょう　経営総務課L223－3061
　 �水は、私たちの生活になくてはならない限りある資源です。洗いものや歯磨きの際に水を流したままにしない、止めたりこまめに
水量を調節する、お風呂の残り湯を洗濯に再利用するなど、普段の生活の中で節水にご協力をお願いします。
●�平成23年度「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書」を公表　教育総務課L224－6074
　 �同報告書は、教育総務課（東庁舎2階）・情報公開窓口（東庁舎1階）・市ホームページで確認することができます。
●埼玉県民手帳を販売　情報統計課L224－6185
　 �10月18日㈭〜12月21日㈮、情報統計課（本庁舎分室2階）で販売。県や各市町村の主な統計資料、官公庁の一覧などが掲載された
便利な手帳です。縦14cm×横8.5cm。500円。色は黒とグレイッシュブルーで、色により内容が異なります。

　申込者が自家消費のため長野県内で採取した、自生していた野生きのこを9月25日に測定したところ、食品衛生法の基
準値（100Bq/㎏）を超える放射性セシウム（117.2Bq/㎏）が検出されました。詳しくは、市ホームページでご確認ください。

環境保全課L224－5894市民持ち込み食品の放射性物質簡易測定結果について

人
事
発
令 

（
平
成
24
年
10
月
1
日
付
け
）　　

 　

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3

市
長
部
局

参
事
…
市
民
部
参
事
＝
杉
山
憲
一

課
長
…
市
民
部
広
聴
課
長
＝
野
口
昭
彦

№ 所在地 面積 価格

1
大字的場字北児塚
2836番39

221.83㎡ 25,954,110円

2
大字上戸字山王原
315番267

117.96㎡ 13,447,440円

3
千葉県山武市蓮沼ロ
字古川下1673番4

1,972.16㎡ 11,241,312円

市有地を売ります

　市が保有する下記の土地を、「公募抽選」で売

ります。詳しくは、管財課（本庁舎4階）で配布す

る応募要領をご覧ください。応募要領は、市ホー

ムページからもダウンロードできます。郵送を希

望する方は、電話で請求してください。

受�付期間・場所…10月31日㈬まで、午前9時～

午後4時に管財課（本庁舎4階）

＊郵送でも受け付けます。10月31日㈬（必着）。

公開抽選
日�時…11月5日㈪、午前10時

会�場…7Ａ会議室（本庁舎7階）

管財課L224－5633
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め
忘
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あ
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後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

10
月
1
日
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
過
去

10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度（
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
期
限
の
延
長
）が
始
ま

り
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た

り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
市
で
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
L
0
5
7
0
︲
0
1
1
︲
0
5
0

ま
た
は
、
川
越
年
金
事
務
所
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

「
本
人
通
知
制
度
」
を
　
　
　

ご
存
知
で
す
か

市
民
課
L
2
2
4
︲
5
7
4
7

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し
た
こ

と
を
本
人
に
郵
送
で
通
知
す
る
制
度
で

す
。
不
正
な
取
得
を
早
期
に
発
見
し
、
不

必
要
な
身
元
調
査
な
ど
の
防
止
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登�

録
対
象
…
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
本

籍
が
あ
る
方

通�

知
対
象
証
明
書
…
本
籍
入
り
の
住
民
票

（
除
票
を
含
む
）写
し
▼
本
籍
入
り
住
民

票
記
載
事
項
証
明
書
▼
戸
籍
の
附
票

（
除
附
票
を
含
む
）の
写
し
▼
戸
籍（
除

籍
を
含
む
）謄
抄
本
▼
戸
籍
記
載
事
項

証
明
書

通�

知
内
容
…
証
明
書
の
種
類
、
交
付
年
月

日
、
通
数
、
請
求
者
の
種
類

申�
し
込
み
…
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
、
同
課

（
本
庁
舎
１
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所

資
源
循
環
推
進
課
の
お
知
ら
せ

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

布
類
拠
点
回
収（
後
期
）を
実
施
し
ま
す

　

居
住
す
る
地
区
以
外
の
回
収
場
所
で
も

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
色
透
明
ま
た

は
白
色
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、「
平
成

24
年
度
自
治
会
別
収
集
コ
ー
ス
一
覧
表
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
は
約
1
2
1
ｔ
の
布
類
が
資

源
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

10
月
28
日
㈰
は
ご
み
ゼ
ロ
運
動

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公
園
な
ど

の
公
共
の
場
に
落
ち
て
い
る
ご
み
や
空
き

缶
を
拾
い
、
清
潔
な
環
境
を
保
ち
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
運
動
で
す
。

　

当
日
は
、
家
庭
の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を

回
収
す
る
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

環
境
美
化
活
動
へ
の
支
援

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
以
外
に
地
域
の
清

掃
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
ご
み
袋
の

支
給
や
ご
み
挟
み
・
啓
発
用
ベ
ス
ト
・
リ

ヤ
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所
で
は
、

道
路
の
清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の
国

ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の
清
掃
活
動

を
支
援
す
る
「
川
の
国
応
援
団
美
化
活
動

団
体
支
援
制
度
」
が
あ
り
、
ゴ
ミ
袋
の
支

給
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
事

務
所
L
2
4
3
︲
2
0
2
0
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
　
　

入
居
者
募
集

高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
︲
5
8
0
9

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
に
、
市
が

民
間
か
ら
借
り
上
げ
て
い
る
ア
パ
ー
ト
を

お
貸
し
し
ま
す
。
募
集
は
1
室（
選
考
）で

す
。
入
居
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

所�

在
地
…
霞
ケ
関
北
六
丁
目
6
︲
29
・
第

二
こ
と
ぶ
き
荘

家�

賃
…
5
0
0
0
円
～
2
万
円（
前
年
度

の
収
入
に
よ
り
算
定
。
保
証
金
不
要
。

光
熱
水
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

申�

し
込
み
…
高
齢
者
い
き
が
い
課（
本
庁

舎
1
階
）に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
11
月
2
日
㈮
ま
で
に
同

課21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
実
施

保
健
総
務
課
L
2
2
7
︲
5
1
0
1

　

結
婚
、
出
産
、
就
業
等
の
意
識
を
調
査

し
、
厚
生
労
働
行
政
施
策
の
企
画
立
案
、

実
施
等
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

無
作
為
抽
出
し
た
対
象
世
帯
を
調
査
員

が
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
日
…
11
月
7
日
㈬
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納
期
限
は
、
10
月
31
日
㈬

市�

県
民
税（
第
3
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
4
期
）

　
収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
4
期
）

　
医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
4
期
）

　
介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ
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商工振興課L224－5934

川越市市制施行90周年記念

川越産業博覧会
時が人を結ぶまち川越 ’12さんぱく

10月27日㈯・28日㈰
午前9時～午後4時 川越運動公園 　ヤマブキ・ウバメガシなどの苗

木を、川越産業博覧会の会場で配

布。自治会連合会によるブルーベ

リーの苗木配布もあります。苗木

引換券は午前9時から配布。

日�時…10月27日㈯、午前10時

45分～

定�員…先着500人（なくなり次第

終了）

　市内の産業が一堂に集まるさんぱくは、市民や近隣市町の皆さ

んに地域の活力を知ってもらい、企業の新たなステップとするこ

とを目的に開催します。会場では、各種イベントなどが行われます。

　また今年は、市制施行90周年イベントとして、東洋大学による

紙飛行機作りや、ロケット作り、省電力実験など、親子で参加で

きるイベントが満載です♪

＊会場へは無料送迎バス（川越駅西口・本川越駅⇔会場）をご利

用ください。運行ダイヤについてはお尋ねください。

環境政策課L224－5866

屋外イベント（両日）
東日本大震災被災地、姉妹友好都市棚

たな

倉
ぐら

町
まち

・小
お

浜
ばま

市
し

・

中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

の物産販売／はしご車試乗体験／フリーマー

ケット／就労など無料相談

屋内イベント（両日）
東洋大学おもしろテクノ実験！／親子で楽しむペーパー

デザイン／市環境展／塩ビ管で笛をつくろう（27日のみ）

ステージイベント
27日＝川越の女流書道家・矢

や

部
べ

澄
ちょう

翔
しょう

さんの書道パフ

ォーマンス／小江戸川越観光グルメ大使・脇
わき

知
とも

弘
ひろ

さん

のひとり芝居／ウルトラマン・ウルトラマンマックス

と遊ぼう！

28日＝尚
しょう

美
び

学園大学のチアダンス／高
たか

階
しな

中学校桜
おう

踊
よう

華
か

のよさこい鳴子踊り／ダブル縄跳びパフォーマンス

産業廃棄物指導課L239－7007ごみ処理トピックス 10月18日～12月31日は不法投棄等防止強化期間

　強化期間中、県と市が連携して、運搬車両の路上調査
やパトロールなどの不法投棄等防止の取り組みを実施し
ます。

不法投棄は犯罪です
　周辺環境に影響を及ぼす不法投棄は、犯罪です。懲役
5年以下もしくは1,000万円以下の罰金またはその両方
が科せられます。また、不法投棄は、その土地・建物の
所有者または管理者に処理責任が生じます。定期的に除

草や清掃をするなど、不法投棄されにくいきれいな環境
を作ることが大切です。

不法投棄を発見したら、すぐに通報して下さい
埼玉県産業廃棄物不法投棄110番L0120－530－384

（24時間フリーダイヤル）
不法投棄について＝収集管理課L239－5058
路上調査・パトロールについて＝産業廃棄物指導課

L239－7007

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

L
2
2
6
︲
6
5
5
1

さ
つ
ま
い
も
堀
り
取
り
体
験

日�

時
…
10
月
28
日
㈰
、
午
前
10
時
～

11
時

定
員
…
80
家
族（
抽
選
）

経
費
…
1
0
0
0
円

申�

し
込
み
…
往

復
ハ
ガ
キ

（
1
人
1
枚
）

に
催
し
名
、

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
10
月
22
日
㈪

必
着
ま
で
に
〒
3
5
0
︲
0
8
5
5

伊
佐
沼
8
8
7
・
農
業
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草
の
栽
培
体
験

　

種
を
ま
き
、12
月
に
各
自
で
収
穫
。

日�

時
…
10
月
20
日
㈯
、
午
後
1
時
30

分
～
3
時

定
員
…
25
家
族（
抽
選
）

経
費
…
5
0
0
円

申�

し
込
み
…
10
月
13
日
㈯
、
午
前
9

時
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
催
し

「わが街川越」が、市ホームページで見ることができるようになりました。ぜひご覧ください。 広報室L224ー5495



保
育
園
と
い
っ
て
も
…

　
認
可
保
育
所
、
保
育
料
の
軽
減
が
あ
る
家
庭
保
育
室
、

夜
間
の
預
か
り
も
行
う
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
保
育
園
が
あ
り
保
育
メ
ニ
ュ
ー
も
多
様
で
す
。
家
庭
の

状
況
や
保
護
者
の
就
労
状
況
、
保
育
時
間
や
保
育
内
容
な

ど
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
に
合
っ
た
保
育
園
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る
人
に
保
育
園
の
様

子
な
ど
を
聞
い
て
み
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

送
迎
は
大
丈
夫
？

　
保
育
園
の
送
迎
は
ほ
ぼ
毎
日
。
入
園
が
決
ま
っ
て
も
送

迎
で
時
間
が
か
か
り
、
仕
事
に
遅
刻
し
て
し
ま
っ
て
は
大

変
で
す
。
本
当
に
送
迎
が
可
能
か
ど
う
か
、
保
育
時
間
や

送
迎
の
所
要
時
間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

保
育
園
を
見
学
し
て
み
よ
う

　
保
育
園
に
よ
っ
て
保
育
方
針
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
が

異
な
り
ま
す
。
自
宅
か
ら
近
い
、
保
育
料
が
安
い
と
い
っ

て
も「
入
園
し
て
み
た
ら
、
わ
が
家
の
育
児
方
針
と
違
う
、

思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て
い
た
」
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
前
に
保
育
園
を
見
学
し
、

保
育
室
の
様
子
や
在
園
し
て
い
る
子
ど
も
の
様
子
を
見
た

り
、
保
育
内
容
や
特
長
な
ど
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
見
学
は
、
保
育
園
へ
急
に
行
っ
て

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
保
育
園
に

連
絡
を
入
れ
て
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
選
び
方
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
「
よ
い
保
育
施
設
の
選
び
方
十
か
条
」
と
い
っ

た
情
報
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、入
園
申
し
込
み
手
続
き
は
、

各
保
育
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や
必
要
書

類
を
事
前
に
確
認
し
、余
裕
を
持
っ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

保
育
課

L
2
2
4
︲
5
8
2
7

働
く
人
の
こ
こ
ろ

　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
人
員
削
減

な
ど
か
ら
過
重
労
働
と
な
り
体
に
不
調

を
き
た
し
た
り
、仕
事
へ
の
強
い
不
安
・

悩
み
・
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
し
て
い

る
人
が
増
え
、
働
く
人
の
心
と
体
の
ケ

ア
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
の
産
業
保

健
担
当
者
や
人
事
労
務
担
当
者
を
対
象

に「
地
域
・
職
域
保
健
事
業
連
絡
会
議
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
会
議
で
は
、

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
研
修
や
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
通

じ
、
働
く
人
の
心
の
ケ
ア
や
、
早
期
発

見
と
早
期
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
働
く
人
は
、
処
理
し
き
れ
な
い
仕
事

を
抱
え
た
り
、負
担
を
感
じ
た
と
き
に
、

1
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
誰
か
に
自
分
の
思
い

を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
気
持
ち
が
楽

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕

事
を
手
伝
う
・
分
担
し
て
取
り
組
む
、

期
限
や
期
日
を
延
ば
す
な
ど
の
方
策
が

見
い
出
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
雇
用
関
係
者
は
、
働
く
人
の
体
調
や

ス
ト
レ
ス
、
心
の
状
態
に
気
を
配
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
困
難
な
問
題
や
課

題
に
は
、
1
人
で
は
な
く
皆
で
取
り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
予
防
課
で
は
、
心
の
不
調
に
つ

い
て
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
健
予
防
課
L
2
2
7
︲
5
1
0
2

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
?

み
ん
な
で
子
育
て
⑥

保
育
園
選
び
、
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　山車の曳
ひ

き回しは、一
般的に、先頭から先

さき

触
ぶ

れ・露
つゆ

払
はら

い・手
て

古
こ

舞
まい

・綱
つな

先
さき

・宰
さい

領
りょう

・鳶
とび

頭
がしら

・職
しょく

方
かた

と
並んでいます。山車の
近くには、色や柄を町
内ごとに工夫したそろい衣装の若衆がいて、山車の周り
をしっかり固めます。その中で「川越まつりの華」と言
われるのが手古舞。髪を結い上げ、華やかな着物をまと
い、ひざから下を絞った「たっつけ袴

ばかま

」をはいて、名入
りのちょうちんと金棒を持って祭りの雰囲気を盛り上げ
ます。かつては女性の祭礼参加に制約があったため、娘
衆が男装をして、参加したのが始まりとも言われていま
す。山車の曳き回しの責任者でもある宰領は「一の拍子

木」とも呼ばれ、曳
えい

行
こう

の安全と円滑を図ります。その宰
領の指示を受けるのが鳶頭です。「二の拍子木」とも呼
ばれ、山車の発車や停止を職方に伝えます。このように、
町内の宝である自慢の山車は、たくさんの人たちが協力
し合うことで巡行できるのです。
　いよいよ川越まつりが始まります。まつり当日の早朝
は「一番囃子」「一番
太鼓」などと言われ
る、まつりの朝を告
げる囃子が聞こえて
くることも。朝の澄
んだ空気に響く音色
に、耳を傾けてみて
ください。

川越まつりを十倍楽しむ方法 6 川越まつり会館L225－2727山車の巡行

日程 囃子連名

10月
14日㈰ 月鉾囃子連

28日㈰ 鈿女会囃子連

11月
3日㈷ 鴨田囃子連

4日㈰ 新宿町囃子保存会

川越まつり会館囃子実演予定表

＊囃子の実演は午後1時30分・2時30
分の2回行います（各20分）。要入館料。
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「
サ
ン
マ
を
食
べ
て
広
げ
よ
う
支
援
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
ま
つ
り
。

「
東
北
地
方
の
復
興
支
援
の
た
め
に
自
治

会
連
合
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
企
画
し
ま
し
た
。
サ
ン
マ
の
提
供
の

際
に
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
連
合
会

会
長
の
栗く

り

原は
ら

博ひ
ろ

司し

さ
ん（
岸
町
一
丁
目
）。

　

用
意
し
た
サ
ン
マ
は
、
5
0
0
0
匹
。

そ
の
仕
入
れ
は
、
会
場
と
な
っ
た
同
市
場

に
協
力
を
依
頼
。
担
当
し
た
水
産
会
社
社

長
・
齋さ

い

藤と
う

實み
の
る

さ

ん
は
、「
今
年

は
サ
ン
マ
の
漁

獲
量
が
少
な
い

中
、
岩
手
県
大お

お

船ふ
な

渡と

市
の
漁
港

か
ら
生
の
サ
ン

マ
を
手
配
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の

方
に
旬
の
味
覚

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
復
興
支
援
に

つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」。

　

実
行
委
員
長
の
櫻

さ
く
ら

井い

晶あ
き

夫お

さ
ん（
並
木
）

は
、「
市
場
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
て
が
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
の
で
、
5
0
0
0
匹
も

の
焼
き
サ
ン
マ
を
提
供
す
る
た
め
に
、
目

黒
区
役
所
を
訪
ね『
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
』

の
実
行
委
員
の
方
に
、
焼
き
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
」。

　

ま
た
、
事
前
に
行
わ
れ
た
リ
ハ
ー
サ
ル

で
は
、
自
治
会
の
各
支
会
か
ら
約
80
人
が

参
加
。「
サ
ン
マ
を
き
れ
い
に
焼
く
た
め

に
網
を
乗
せ
る
台
を
高
く
し
、
炭
と
サ
ン

マ
と
の
距
離
を
確
保
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
た
」
と
櫻
井
さ
ん
。
市
保
健
所
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
手
洗
い
の
徹
底
や
、

食
品
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
衛
生
管

理
に
関
す
る
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

快
晴
と
な
っ
た
ま
つ
り
当
日
、
約
2
万

人
が
訪
れ
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
焼
き
サ
ン
マ
の
ほ
か
、
炊
き
出
し
訓

練
と
し
て
作
っ
た
豚
汁
2
5
0
0
杯
を

無
料
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市
場
の

青
果
会
社
が
袋
詰
め
し
た
フ
ル
ー
ツ
な
ど

6
0
0
袋
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
に

無
料
で
配
り
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
マ
と
っ
て
も
お
い
し
い
」
と
笑

顔
で
話
す
岩い

わ

崎さ
き

琴こ
と

美み

ち
ゃ

ん（
熊
野
町
・

下
写
真
）。

今
食
べ
て
い

る
の
が
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
大
船
渡
か
ら

仕
入
れ
た
サ
ン
マ
だ
と
知
る
と
「
み
ん
な

早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
」。　

　

市
自
治
会
連
合
会
が
初
め
て
実
施
し
た

今
回
の
ま
つ
り
。
自
治
会
や
市
民
の
皆
さ

ん
な
ど
、
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
の
思
い

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
被
災
地
東
北
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
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ひ
と

　
ま
ち

サ
ン
マ
で
復
興
支
援

　

9
月
9
日
、
川
越
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の
「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本
復
興
応

援
団 
東
北
秋
の
味
覚
ま
つ
り
」（
以
下「
ま
つ
り
」）が
埼
玉
川
越
総
合
地
方
卸

売
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
復
興
支
援
の
た
め
に
、
焼
き
サ
ン

マ
の
無
料
提
供
、
物
産
販
売
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
連

合
会
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
試
み
。
そ
の
舞

台
裏
に
は
多
く
の
人
の
協
力
と
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

焼きたてのサンマを求め長蛇の列ができました焼きたてのサンマを求め長蛇の列ができました

まつりを盛大かつ安全に実施するため何度
も会議が行われました
まつりを盛大かつ安全に実施するため何度
も会議が行われました

5,000匹の生サンマ5,000匹の生サンマ

約270人のスタッフがサンマ
の提供にあたりました。
約270人のスタッフがサンマ
の提供にあたりました。

リハーサルの様子リハーサルの様子
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㈳
川
越
青
年
会
議
所
主
催
で
8
月
18

日
か
ら
1
泊
2
日
で
行
わ
れ
た
「
川
越

て
ら
こ
や
」
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
70

人
の
小
学
生
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は

川
越
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
助
け
合

い
の
心
、
や
り
遂
げ
る
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、
中
院
に
宿
泊
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
お
寺
体
験
と
し
て
座
禅

を
組
ん
だ
り
、
境
内
の
清
掃
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
兄
弟
で
参
加
し
た
大お

お

井い

智と
も

翔や
す

さ
ん（
小
学
6
年
・
六
軒
町
）と
鈴れ

雄お

さ
ん
（
小
学
5
年
）は
「
座
禅
を
組
む
の

は
初
め
て
。
足
が
し
び
れ
た
け
ど
、
お

寺
は
と
て
も
静
か
で
集
中
で
き
ま
し

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
班
長
を
中
心
に

協
力
し
て
貼
り
絵
を
制
作
。
各
班
で
作

っ
た
20
枚
の
絵
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
川
越
の
ま
ち
を
散
歩

し
、
途
中
で
銭
湯
へ
立
ち
寄
る
「
川
越

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
朝
食
は
野
菜
や
穀
物
中
心

の
食
事
を
体
験
。
ま
た
約
30
㎞
を
自
転

車
で
回
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
会
場
を
提
供
し
て
頂
い
た
中
院
や

市
内
の
大
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
実
施
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
今
回
の
経

験
を
通
し
て
川
越
を
よ
り
大
好
き
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
す
の
は

同
会
議
所
の
山や

ま

口ぐ
ち

貴た
か

正ま
さ

さ
ん
。

　

夏
休
み
に
貴
重
な
体
験
を
し
た
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
貼
り
絵

は
、10
月
31
日
㈬
ま
で
P

ぴ

こ

あ

i
K
O
A（
鯨

井
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
思
い
出「
川
越
て
ら
こ
や
」

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　

日
本
近
海
に

外
国
船
が
姿
を

現
す
よ
う
に
よ

う
に
な
っ
た
幕

末
期
。
時
の
川

越
藩
主
・
松ま

つ

平だ
い
ら

大や
ま
と
の
か
み

和
守
家

は
、
現
在
の
三

浦
半
島
に
領
地

を
有
し
て
い
た

た
め
、
そ
の
沿

岸
を
防
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
天て

ん

保ぽ
う

14

年（
1
8
4
3
）、

川
越
藩
は
現
在

の
横
須
賀
市
大
津
に
陣
屋
を
建
設
し
、

十じ
ゅ
っ

石こ
く

崎ざ
き

・
猿さ

る

島し
ま

な
ど
に
台
場（
砲
台
）

を
設
置
。
こ
の
大
津
陣
屋
は
約
3
・
2

㏊
、
最
盛
期
に
は
1
5
0
0
人
ほ
ど

が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
横
須
賀
市
の
大
津
行
政

セ
ン
タ
ー
市
民
協
働
事
業
と
し
て
発
足

し
た「
大
津
探
訪
く
ら
ぶ
」。当
初
か
ら
、

幕
末
期
の
江
戸
湾
警
備
の
拠
点
で
あ
る

大
津
陣
屋
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
ま
し

た
。川
越
藩
士
や
そ
の
家
族
の
中
に
は
、

再
び
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
同
く
ら
ぶ
は

現
地
調
査
し
て
22
基
の
墓
を
確
認
。「
大

津
陣
屋
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
日
本
を
守
る
た
め
活
躍

し
た
先
人
の
歴
史
を
、
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
同
く
ら
ぶ
代
表
の
杉す

ぎ

本も
と

幸こ
う

三ぞ
う

さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
会
員
15
人

で
約
1
0
0
0
点
の
資
料
を
収
集
。

そ
の
成
果
は
、
昨
年
3
月
に
大
津
観
光

協
会（
増ま

す

田だ

茂
し
げ
る

会
長
）が
主
催
し
「
黒
船

来
航　

大
津
陣
屋
と
川
越
藩
」
と
題
し

た
展
示
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
、
11
月
2
日
㈮
ま
で
市
立
博
物
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
中
で
す
。

　

川
越
で
の
展
示
を
契
機
と
し
て
、
9

月
8
日
に
大
津
観
光
協
会
に
よ
る
川
越

訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
喜
多
院
・
川
越
城
本
丸
御
殿
・
一

番
街
な
ど
を
見
学
し
「
川
越
に
は
す
ば

ら
し
い
歴
史
財
産
が
あ
り
ま
す
ね
」「
こ

れ
を
機
に
、
両
市

の
交
流
を
深
め
た

い
」
と
同
協
会
の

皆
さ
ん
。
川
越
と

横
須
賀
、
ま
ち
同

士
の
つ
な
が
り
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

川
越
と
横
須
賀
、

　
　
　
　
　
　
　
時
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

川越を訪れた大津観光協会の皆さん川越を訪れた大津観光協会の皆さん

本丸御殿の大広間で本丸御殿の大広間で

小小江江戸戸ああるるきき小江戸あるき行って　会って　体験
気になるイベントや人を紹介 Ｚひと　まち

完成した貼り絵完成した貼り絵
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川
越
氷
川
神
社
に
は
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
黒
馬
を
画
面

い
っ
ぱ
い
に
描
い
た
「
黒
馬
図
大
絵
馬
」
が
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
馬
の
黒
色
は
色
あ
せ
し
て
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
金
地
と
の
対
比
が
鮮
や
か
だ
っ
た
こ
と

が
想
像
で
き
ま
す
。
向
か
っ
て
左
隅
に
記
さ
れ
た
墨ぼ

く

書し
ょ

銘め
い

か
ら
、
こ
の
絵
馬
は
正

し
ょ
う

徳と
く

5
年（
1
7
1
5
）9
月
15
日
に

奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宝ほ

う

永え
い

元
年

（
1
7
0
4
）か
ら
明め

い

和わ

4
年（
1
7
6
7
）ま
で
の
63
年
間

は
、秋
元
家
が
川
越
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
絵
馬
は
、

そ
の
5
代
目
で
あ
る
喬た

か

房ふ
さ（
1
6
8
3
～
1
7
3
8
）が
奉

納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
証
す
る
資
料
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
藩
主
奉
納
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
栄
え
で
す
。

　

現
在
川
越
に
は
、
秋
元
家
ゆ
か
り
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の
大
絵
馬
は
秋
元
家

に
関
す
る
資
料
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

同
館
で
は
、
特
別
展
を
開
催
し
、
会
期
中
、
大
絵
馬
を

展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
大
絵
馬
を
近
く
で
鑑
賞
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
777777

川
越
時
間
旅
行
　
7

市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
9

黒く
ろ

馬う
ま

図ず

大お
お

絵え

馬ま

15
歳
ま
で
を
対
象
に
し
た
U

‐
15
ボ
ク
シ
ン
グ
全
国
大

会
が
9
月
2
日
、
後
楽
園
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
榊

さ
か
き

原ば
ら

雅ま
さ

也や

く
ん（
城
南

中
学
校
１
年
）が
37
・
5
㎏
級
で
優

勝
し
ま
し
た
。
こ
の
階
級
、
2
年

前
に
は
兄
の
達た

つ

也や

く
ん
（
高
校
1

年
）が
優
勝
。
兄
弟
で
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
れ
た
の

は
、
家
族
や
ジ
ム
の
仲
間

が
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
、

と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
雅

也
く
ん
。
特
に
試
合
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
た
り
、
練
習
相
手

に
な
っ
て
く
れ
る
兄
は
良
い
手
本

で
あ
り
目
標
だ
そ
う
で
す
。

　

将
来
、
兄
弟
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
練

習
に
打
ち
込
み
ま
す
。

　アラビア半
島原産のいち
じくは、旧約
聖書にも登場

する歴史ある果物です。アダムとイブが身に着け
ていたのは、いちじくの葉とされています。
　「無

い ち じ く

花果」と名付けられたのは、実の中に花が
咲き、そのまま大きくなるので花を外側から見る

ことができないた
め。整腸作用や美肌
効果があるといわ
れる食物繊維のペ
クチンが豊富で、生
食のほかワイン煮や

ジャムなどにして食
べられることが多い
ようです。
　市内では農家の庭
先などで栽培され、
一部は直売所に並び
ます。赤い果実の
桝
ます

井
い

ドーフィンと白い果実で甘味が強いホワイト
ゼノアなどを栽培する山

やま

田
だ

宜
よし

正
まさ

さん（鴨田）は、栽
培を始めて4年目。植えて１年目から収穫でき、
1本の木からは400個ほどの実がなるそうです。
木が高くならないように調整できることから、高
齢者にも栽培しやすい作物です。秋の味覚のひと
つ、いちじくを味わってみてはいかがですか。
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黒馬図大絵馬　川越氷川神社蔵
大きさは縦92㎝、横134㎝。普段は
同神社拝殿内に掲げられています。

中にあるたくさんのつぶつぶ。
一つひとつが、いちじくの花。
中にあるたくさんのつぶつぶ。
一つひとつが、いちじくの花。

トレーニング
する雅也くん
（右）と達也く
ん（左）

トレーニング
する雅也くん
（右）と達也く
ん（左）

市制施行90周年記念特別展

譜代大名秋元家と川越藩
　川越織物の礎を築いた大名秋元家

日程…10月20日㈯～11月25日㈰
経費…入館料


